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２０２６年１０月４日 聖霊降臨後第十九主日礼拝説教 

「与えられた命に生きる」（フィリピ３章４b～１４節） 

 

〇フィリピ３章７節 
 
「わたしにとって有利であった これらのことを、キリストのゆえに 損失と見なすように」 
 
❶有利：（他の人と比べて）優れたところ、強みとなるもの 
 
❷これら：パウロが積み重ねてきたもの、誇りとすること 
 
❸損失：命や時を損なう、心や体を傷つけるもの 
 
問：あなたにとっての〈これら〉とは、なにか？ 
 
今日の みことば：フィリピ３章９節 
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a.自分の義：己の頑張り、行いのうちに正しさを示すこと 
 
b.信仰による義：人のなにかでなく、恵みにより受けるもの 
 
☞「わたしのための十字架」と信じることのゆえに 
 
問：あなたは、いつ神の義に あずかるのか？ 
 
〇フィリピ３章１０節  
 
「その苦しみに あずかって、＊その死の姿に あやかりながら、

何とかして 死者の中からの復活に 達したいのです。」 
 
＊【直訳】イエスと同じような死に向かって行きながら、 
 
問：死へと至るキリストが進み続けた道とは？ 
 
⇒自らの願いを捨て、十字架のため、すべてを取られる歩み 
 
☆十字架の赦しを受ける妨げとなるものを捨て続けよ。 
 
「わたし自身は  既に捕えられたとは  思っていません。」(１３節) 
 
※赦しの喜びに生かされ、よみがえりの時を待ち望もう。 
 
「うしろのものを忘れ、ひたむきに  前のものに向かって進み、」（新改訳） 


